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  第 3 章では、カーボンクロス上に薄膜シリコン層を作製し、これをリチウムイオン電
池の負極に応用したところ、電極の導電性及びリチウムイオンの拡散速度が著しく改善
されたことを記載している。可逆容量は 1457mAhg-1に達成し、充放電を 100 サイクル
繰り返した後でも初期容量の 70.9%を維持したと述べている。電流密度を 1000mAg-1
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に上げたところ容量は 1037mAhg-1 に低下するが、充放電を 500 サイクル繰り返した
後の容量維持率は 76.8%と高い水準を維持していたと記載されている。またバインダー
及び導電性の添加剤を使用しないという利点があることを報告している。 











学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
   本論文に関し、論文審査委員からシリコン系負極材料の合成方法、シリコンの体積
膨張の制御に関するメカニズム、リチウムイオン電池の活物質の含有量などについて質
問がなされ、いずれも著者から明確な回答が得られた。 
 また、公聴会においても多数の出席者があり種々の質問がなされたが、いずれも著者
の説明によって質問者の理解が得られた。 
  以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
